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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に遠赤外線を照射する遠赤外線照射部を設けた前記加熱窯において、予め乾燥させ
た状態の野草の残渣に前記遠赤外線照射部から遠赤外線を照射しながら該野草の残渣を下
記工程により炭化し、この炭化した野草の残渣を粉砕して混合することを特徴とする炭化
野草を含有した健康食品の製造方法。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　前記加熱窯から放出される煙りの色が白色から無色透明に変化したところで加熱を中止
し、前記加熱窯に導入される酸素を遮断し、この酸素遮断後およそ５～６時間放冷する。
【請求項２】
　請求項１記載の炭化野草を含有した健康食品の製造方法において、前記野草として、ア
ガサ，アカカメガシワ，アマチャズル，イチョウ，ウコギ，ウコン，エゾウコギ，オオバ
コ，オトギリソウ，カキドオシ，カワラケツケイ，カンゾウ，キダチアロエ，クコの葉，
クコの実，クマザサ，ケイヒ，ケツメイシ，スギナ，タンポポ，ツチアケビ，ツユクサ，
ツルナ，ドクダミ，ナルコユリ，ナンテン，ニンドウ，ハトムギ，ハブソウ，マタタビ，
ヤマノイモ，ヨモギ，ナタマメ，マイタケ，シイタケ，アガリクス若しくはメシマコブの
中から選ばれる複数の野草を採用することを特徴とする炭化野草を含有した健康食品の製
造方法。
【請求項３】
　請求項１，２いずれかに記載の炭化野草を含有した健康食品の製造方法において、有胞
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子乳酸菌，納豆菌，米糠，大豆及び魚粉、黒大豆及び決明子の混合粉末の総重量に対して
３０％重量混合することを特徴とする炭化野草を含有した健康食品の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、炭化野草を含有した健康食品の製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、竹炭や木炭が含有された健康食品が種々市販されている。
【０００３】
　この健康食品は、食することで竹炭等が有する吸着性により、例えば腸内に存在する有
害物質を吸着し、該有害物質を吸着した竹炭等がそのまま排便されることで、体内から有
害物質を除去し得るものである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、この健康食品は、食すると便秘になり易いことが知られている。
【０００５】
　これは、詳細は不明であるが、有害物質を体内から除去するために竹炭等をある程度多
めに健康食品に含有させなければならず、竹炭等の吸着性が過剰となって、有害物質だけ
でなく、腸内の水分まで一緒に吸収してしまうためと考えられる。
【０００６】
　そのため、この健康食品は、体内から有害物質を除去できる反面、便秘になり易いとい
う問題点を有するものである。
【０００７】
　また、健康食品には、前述のように、竹炭等をある程度多めに健康食品に含有させる必
要があり、この竹炭等は比較的硬い為に、健康食品が硬い食感のものとなってしまい食べ
づらくなってしまう懸念も有する。
【０００８】
　従って、竹炭等が含有された従来の健康食品は、まだまだ改良の余地があるといえる。
【０００９】
　本発明は、食することで炭の吸着性による効能を良好に得ることができ、その上、便秘
に極めてなりにくく、しかも、食感に秀れ、更に、炭の吸着性による効能以外の薬効が得
られるこれまでにない炭化野草を含有した健康食品の製造方法である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の要旨を説明する。
【００１１】
　内部に遠赤外線を照射する遠赤外線照射部を設けた前記加熱窯において、予め乾燥させ
た状態の野草の残渣に前記遠赤外線照射部から遠赤外線を照射しながら該野草の残渣を下
記工程により炭化し、この炭化した野草の残渣を粉砕して混合することを特徴とする炭化
野草を含有した健康食品の製造方法に係るものである。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　前記加熱窯から放出される煙りの色が白色から無色透明に変化したところで加熱を中止
し、前記加熱窯に導入される酸素を遮断し、この酸素遮断後およそ５～６時間放冷する。
【００１２】
　また、請求項１記載の炭化野草を含有した健康食品の製造方法において、前記野草とし
て、アガサ，アカカメガシワ，アマチャズル，イチョウ，ウコギ，ウコン，エゾウコギ，
オオバコ，オトギリソウ，カキドオシ，カワラケツケイ，カンゾウ，キダチアロエ，クコ
の葉，クコの実，クマザサ，ケイヒ，ケツメイシ，スギナ，タンポポ，ツチアケビ，ツユ
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クサ，ツルナ，ドクダミ，ナルコユリ，ナンテン，ニンドウ，ハトムギ，ハブソウ，マタ
タビ，ヤマノイモ，ヨモギ，ナタマメ，マイタケ，シイタケ，アガリクス若しくはメシマ
コブの中から選ばれる複数の野草を採用することを特徴とする炭化野草を含有した健康食
品の製造方法に係るものである。
【００１３】
　また、請求項１，２いずれかに記載の炭化野草を含有した健康食品の製造方法において
、有胞子乳酸菌，納豆菌，米糠，大豆及び魚粉、黒大豆及び決明子の混合粉末の総重量に
対して３０％重量混合することを特徴とする炭化野草を含有した健康食品の製造方法に係
るものである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は上述のように構成したから、食することで炭の吸着性による効能を良好に得る
ことができ、その上、便秘に極めてなりにくく、しかも、食感に秀れ、更に、炭の吸着性
による効能以外の薬効が得られるこれまでにない炭化野草を含有した健康食品の製造方法
を提供するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　野草を炭化する際、遠赤外線を照射すると、該野草は微細空隙が無数に形成された状態
に炭化される。
【００１６】
　即ち、炭化野草に形成される微細空隙は、例えば竹炭や木炭に形成される微細空隙より
も小さく且つより数多く形成される。
【００１７】
　従って、本発明は、竹炭や木炭よりも少量の炭化野草によって、前記竹炭等と同等かそ
れ以上の吸着性が発揮される。
【００１８】
　これにより、健康食品に加えられる炭化野草の量が少量であっても、前記微細空隙によ
る吸着性に係る効能を良好に発揮することができる。
【００１９】
　また、炭化野草が微細空隙を無数に有することで、該炭化野草からマイナスイオンがよ
り多く放出され、食することでマイナスイオンによる人体に対して良い効能、例えば病気
の治癒力を向上することができる。
【００２０】
　また、健康食品に加えられる炭化野草は少量で良い為、炭化野草が多量に混合されるこ
とで健康食品が硬くなり、食感が悪くなってしまう懸念がない。
【００２１】
　また、詳細は不明であるが、炭化野草が含有された健康食品は、食しても便秘になりづ
らいことを出願人は確認している。これは、炭化野草の微細孔の大きさが、水分よりも例
えば腸内の有害物質を吸収し易い大きさとなる為と考えられる。
【００２２】
　更に、本発明は、種々の効能を有する野草が炭化されたものを用いるものである為、該
野草の種々の効能が付与された健康食品が製造される。
【００２３】
　本発明は上述のように構成したから、食することで体内から有害物質を除去することが
でき、また、便秘に極めてなりにくく、その上、食感に秀れ病気に対する治癒力を向上す
ることもでき、しかも、野草が有する種々の効能が得られるこれまでにない炭化野草を含
有した健康食品の製造方法となる。
【実施例】
【００２４】
　本発明の実施例を説明する。



(4) JP 4331132 B2 2009.9.16

10

20

30

40

50

【００２５】
　本実施例は、複数種類の野草を炭化する際、遠赤外線を照射し、この炭化し且つ遠赤外
線を照射した野草を含有せしめることで形成される健康食品に係るものである。
【００２６】
　本実施例では、野草として、アガサ，アカカメガシワ，アマチャズル，イチョウ，ウコ
ギ，ウコン，エゾウコギ，オオバコ，オトギリソウ，カキドオシ，カワラケツケイ，カン
ゾウ，キダチアロエ，クコの葉，クコの実，クマザサ，ケイヒ，ケツメイシ，スギナ，タ
ンポポ，ツチアケビ，ツユクサ，ツルナ，ドクダミ，ナルコユリ，ナンテン，ニンドウ，
ハトムギ，ハブソウ，マタタビ，ヤマノイモ，ヨモギ，ナタマメ，マイタケ，シイタケ，
アガリクス及びメシマコブが炭化されたものが採用されている。
【００２７】
　これらの野草は、所定の加熱窯を用いて炭化される。
【００２８】
　この加熱窯としては、例えば特許第３４６６１２７号に記載の加熱窯が使用される。
【００２９】
　この加熱窯は、例えば加熱窯内における木材の炭化が完了した時点で、該加熱窯内への
酸素（空気）の供給を断つことで、炭化した木材が過剰燃焼して灰化することを防止し得
るものである。
【００３０】
　また、本実施例では、前記所定の加熱窯内に、遠赤外線を照射し得る遠赤外線照射部が
設けられている。
【００３１】
　これにより、前記所定の加熱窯内で野草を加熱しつつ、該野草に遠赤外線を照射するこ
とで、該野草が炭化される。
【００３２】
　尚、遠赤外線を照射することができ、野草を炭化せしめることができる加熱窯であれば
、適宜採用しても良い。
【００３３】
　本実施例の炭化野草には、以下に示す各種成分が含有されている。
【００３４】
　尚、以下に示す成分は、出願人が社団法人日本食品分析センターに成分分析を依頼して
得たものである。また、各種成分の量は、炭化野草１００ｇ中に含まれる量である。
【００３５】
　ナトリウム４５５ｍｇ，リン６４３ｍｇ，鉄１５７ｍｇ，カルシウム３３５０ｍｇ，カ
リウム４１１０ｍｇ，マグネシウム７３２ｍｇ，銅２．５８ｍｇ，亜鉛１１ｍｇ，マンガ
ン２５．４ｍｇ，セレン７μｇ，ケイ素１．２％，アルミニウム１．２４０ｐｐｍ。
【００３６】
　次に、本実施例の製造方法について述べる。
【００３７】
　先ず、加熱窯（例えば１２０リットル）に原料となる乾燥状態の野草（３７種類）を入
れる。ここで、生ではなく乾燥状態の野草を使用することで該野草を効率良く炭化するこ
とができる。
【００３８】
　続いて、加熱窯内に予め入れておいた間伐材（点火用に細かく細断したもの）に点火す
る。
【００３９】
　これにより、野草の炭化が開始されるが、この際、該野草に対して遠赤外線照射部から
遠赤外線が照射される。
【００４０】
　続いて、加熱窯から放出される煙りの色が白色から無色透明に変化したところで火をと
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める。この段階で、野草が炭化される。
【００４１】
　続いて、加熱窯に導入される酸素（空気）を遮断する。
【００４２】
　続いて、炭化した野草を放冷後、加熱窯から取り出す。この放冷は、前記加熱窯に導入
される酸素を遮断してから、およそ５～６時間行う。
【００４３】
　この際の仕上り量は、およそ６０％（重量）程度となる。
【００４４】
　続いて、炭化した野草を粉砕して微細状として、所定の食品に含有せしめることにより
、炭化野草を含有した健康食品を製造する。
【００４５】
　上述した製造方法により得られる炭化野草を、有胞子乳酸菌，納豆菌，米糠，大豆及び
魚粉、更に場合によっては黒大豆及び決明子の混合粉末の総重量に対して３０％混入した
カプセル型健康食品（１粒の重量２５０ｍｇ程度）を被験者に２～３個服用してもらった
ところ、体内の有害物質が炭化野草に吸着されて排便されるため、服用して２４時間経過
後の被験者の便通は、服用前に比し良好になった。また、有胞子乳酸菌及び納豆菌により
腸の働きが整えられると共に、便の臭いも顕著に軽減できることを確認した。
【００４６】
　本実施例は上述のように構成したから、食することで体内から有害物質を除去すること
ができ、また、便秘に極めてなりにくく、その上、食感に秀れ病気に対する治癒力を向上
することもでき、しかも、野草が有する種々の効能が得られるこれまでにない炭化野草を
含有した健康食品及びその製造方法となる。
【００４７】
　即ち、野草が遠赤外線を照射されつつ炭化されることで、例えば竹炭や木炭が有する微
細空隙よりもより小さく且つより数多くの微細空隙を形成することができるため、秀れた
吸着性を発揮して体内（特に腸内）の有害物質を吸着し、そのまま排便されることで体内
から該有害物質を除去することができる。
【００４８】
　この際、炭化された野草は、詳細は不明であるが、体内の有害物質を該体内の水分より
も優先的に吸着することで該体内の水分が過剰に吸収されることはなく、これにより、本
実施例の健康食品を食することで便秘となることが抑制される。
【００４９】
　また、炭化された野草は、前述のように、竹炭や木炭に比してより多くの微細空隙を有
する為、より少量でも秀れた吸着性を発揮することができ、これにより、必要以上に炭化
野草を含有させることで健康食品としての食感が悪くなる懸念がない。
【００５０】
　また、炭化した野草は、微細空隙を無数に有することで、該炭化野草からマイナスイオ
ンが良好に放射される為、食することによって体内にマイナスイオンを良好に付与せしめ
これによる効能、即ち、種々の疾病に対する治癒能力向上や、ストレスの除去効果を図る
ことができる。
【００５１】
　また、炭化された野草が混合されることで、該野草が有する種々の効能が付与された健
康食品となる。
【００５２】
　また、本実施例の炭化野草には、カリウムやカルシウムをはじめとする体に良いとされ
る成分が種々含有されており、この点からも、人体に対して種々の効能を発揮し得る健康
食品となる。
【００５３】
　これにより、本実施例の健康食品は、微細空隙による吸着性に係る効能のみならず、野
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草が有する効能をも得ることができる健康食品となる。
【００５４】
　尚、本実施例の野草としては、例えば、野草を煮出す等して該野草中の有効成分をある
程度抽出した後の残渣（この残渣の中には抽出しきれなかった有効成分が含まれている）
を含むものである。この場合には、これまで廃棄処分していた野草の残渣を有効利用する
ことができることになる。
【００５５】
　また、本実施例における炭化とは、酸素の供給を断った状態で、有機物を熱分解して炭
素を生成させることをいう。
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